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目的

● 事故が発生した際にどう行動すればいい

のか分からないという悩みに着目

様々な事故が想定されるが、本実習では

火災に絞ってシステムを作成した

● 火災が発生した際の最適な避難経路を案内する

● 夜間の火災や導線が複雑な工場に有用



既存のシステムとの比較

既存のシステム

● 火災を検知し大きな音を出す。

屋外の人に状況が伝わりにくい

提案するシステム

● 火災を検知し、登録しているメール
アドレスに一斉送信することで状況
把握がスムーズに

● 避難経路がわからない人も経路を画
像で表示することで円滑な避難が可
能に

● 持ち運び可能な貸し出し火災検知器



使用機器

使用機器 品番

温湿度センサー AM2302

Arduino ESp-wroom-32d



イメージ図

温度センサー

Arduino

スマホ

Gmail送信

温度センサーで50℃以上温度を検知した際に、発火場所と避難経路をGmailから送信
(避難経路の画像は事前にドライブにアップロードされているものを使用。）

インターネット

火災検知

👬🔥
避難経路画像
選択

クラウド



避難経路画像

トイレからの火災 給湯室からの火災



回路図

5V

AM2302

デジタル入出力接合部

電源関連・アナログ入出力接合部

2番ピン



フローチャート
処理開始

温度計測

WiFi接続

本文設定
Aで火災です

処理終了

メール送信

本文設定
Bで火災です

本文設定
Cで火災です温度が

50度以上
NO

YES

googleアカウント

ログイン

場所はどこか

A B C



温度計測システム

Temperature: 28.40°C

Humidity: 71.70%

Temperature: 28.40°C

Humidity: 71.50%

Temperature: 28.40°C

Humidity: 71.20%

Temperature: 28.40°C

Humidity: 71.00%

Temperature: 28.40°C

Humidity: 70.80%

…

温度センサー（AM2302）を用い、一秒おきに温度を測定

測定結果
（エアコン設定温度：28℃）

実際の回路



通信システム

メールをarduinoから送信、本文中に避難経路を示した画像のGoogle driveのURL

を記載。



通信システム

場所を設定し、適した避難経路のメールを送信。
今回は、給湯室、トイレ、貸出機の3つのパターン
を設定した。

貸出機は、火事の危険が伴う作業（はんだづけ）な
どをする人に貸し出すことで、決まった場所以外の
火事の発生に対応できる。



実験の様子



まとめ 今後の展望

火災を検知して、スマートフォンなどにメールで知らせるシステムの開

発に成功した。

今後は温度のみではなく、煙を検知する装置を組み合わせたシステムの

開発やスプリンクラーなどとの連携のシステムを開発したい。
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バックアップスライド



回路図

Arduino

AM2302

10kΩ抵抗

デジタル入出力接合部

電源関連・アナログ入
力の接合部

7番ピン

5V



回路図



火災検知と避難経路システム

電磁波システム研究室 19T3069X 陳文海〉〈19T3091Y 濱中美羽〉 〈19T3132L 孤爪翔吾〉
)

研究
背景
火災が発生した際にどう行動すればいいのか分か

らないという悩みに着目し、動揺した人が視界の悪
い夜間の施設や複雑な構造の施設などでも避難がス
ムーズに行えるように、マイコンを用いた火災検知
システムを作り、火災が発生した場所ごとの最適な
避難経路をメールにて案内するシステムを開発した。
また、既存の火災報知器のシステムでは火災が発

生した建物以外にいる人に、火災が発生したことが
伝わりにくいという問題も、メール送信を用いるこ
とで解決した。

実
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システムの
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火災検知
温度センサーで1秒ごとに温度を計測
50度以上を検出したときに、計測をやめ、ログイン
に移行する
Wi-Fi、Gmailログイン
事前に設定されたWi-Fiにパスワードを用いてログイ
ン
指定のGoogleアカウントにログイン後、火災の発生
場所、適した避難経路を示した画像のURLを本文に
示したメールを送信する
メール受信、Googleドライブアクセス、画像表示
火災が発生したことを確認、URLをタップすると
Googleドライブ上に事前にアップロードされている、
避難経路の画像が表示される
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温度センサーで温度の上昇を検知して、スマートフ
ォンなどにメールで火災の発生知らせ、避難経路を
案内するシステムの開発に成功した。

今後は温度のみではなく、煙を検知する装置を組み
合わせより火災の発生を正確に確認できるようにし
たシステムの開発やスプリンクラーなどと連携をさ
せ鎮火活動を行えるシステムの開発をすすめたい。

また、火災だけでなく、地震や水害などに対応した
避難経路を案内できるシステムの開発も行っていき
たい。

今回は茨城大学工学
部E5棟4F給湯室か

ら火災が発生という
設定で実験を行った。
火災が起きたときの
状況を再現するため、
ドライヤーで温かい
風を温度センサーに
かけることで温度の
上昇を再現した。

実験
結果

下の画像は、実験時の温度センサーの状態を示した
Aruduinoのシリアルモニタと、届いたメールの内容
である。
シリアルモニタの画像を見ると、温度の上昇を感知
し、しきい値である50度を超えた際に、Wi-Fi、
Gmailへログインしをメールを送信していることが
確認できる。
スマートフォン上でメールを受信し、火災の発生場
所が今回設定した給湯室での火災に適していること。
避難経路の画像のURLが給湯室からの避難経路にな
っていること、またリンクをタップすることで画像
を表示できることを確認できた。

今システムはマイコンに温度センサーを接続し、設
定したしきい値より高い温度を観測した際に、登録
しているメールアドレスに火災が発生した場所と避
難経路を表示するというシステムである。
作成した火災検知器を建物内に複数個配置すること
で、火災が発生した場所に合わせて避難経路を案内
することができる。
また、検知器は小型なので持ち運びが可能である。

火災の危険が予想される、はんだごてなどでの作業
の際に近くに置いておくことで火災の発生をいち早
く周りに知らせることも可能である。

動作
の流
れ


